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シロ・ヘクサプラとヘクサプラ研究
ヘグサプラ研究 2一一一
伊 藤利行
オリゲネス Origenes(ca. 185-253/4) のギリシア語旧約聖書本文に関する偉大な業績である
ヘクサプラ Hexapla(τ&持αd丘六部共観)の第5欄〔オリゲネス校訂セプトゥアギンタ本文〕
のシリア語訳であるシロ・ヘグサプラ Syrohexaplaは，ギリシア語本文に忠実な翻訳スタイノレ?
本文批評の為にオリゲネスが加えたプリスタノレコスの記号の忠実な再現，そしてヘクサプラ第 5
欄以外の他のギリシア語訳(アキュラス Akulas訳・シュソマコス Symmachos訳・テオドテ
イオン Theodotion訳等)のシリア語訳をも欄外注の形でしばしば持つ事によって有名である。
本稿は，先に発表した拙論 rヘグサプラ断片の残存率について一一ヘクサプラ研究 1一一」
(京都大学基督教学会編『基督教学研究』第4号 [1981]所収) と 「ギリシア語聖書の研究~そ
の構想J(筑波大学哲学・思想学系編『哲学・思想論集J第8号[1982J所収)の補説としてシロ
・ヘクサプラについて叙述しようとするものである。本稿では，第 1節、jでこのシロ・ヘクサプラ
の成立について，第2節でその伝承と刊本について，そして第3節でその特徴とへクサプラ研究
にとってのその意義を論じる。
第 1節 シロ・ヘグサプラの成立
シリア人で単性論派の主教・著作家であったグレゴリウス・パノレ・へブライオス Gregorius
Bar Hebraeus (1225/26-1286)は，教父達の様々な聖書注解からの豊富な引用によって有名な
彼の著作 HorreumMysteriorllm r奥義の倉』の序文の中で次のように記している。
「そして私はギリシア人達の， EiIJち七十二人の (TWνLXXII)訳 (i~泊)からこれ[=ベ
シッタ]の確証の為に数多くのものを付け加えた。更に，アキュラス，シュ γマコス，テオドテ
イオンの訳，第五訳 (Quinta)，第六訳 (Sexta)を，確証の為ではないが，説明の為に使用した0
・・・さて，七十人訳!日約聖書をテラ・マウゼラトの (~J~? 且斗 L?) 主教ノミウノレス Pallllls は
ギリシア誌からシリア語へ翻訳したJ(!)。
-2- 官学 ・思想論集第9号
パノレ・へブライオスより も古い時代の著作家モーセス・ パノレ・ケパス MosesBar Cephas (ca. 
815-903) も Commentariiin Hexaemeron W六日間注解』のヰlで，エデ ッサのヤコァ Jakob
von Edessa (ca. 640-708)を典拠として，テラのパウルスをセプトクアギンタのシリア語訳者と
して報告している (2)。
様々な写本の奥付ー から もパウノレス という名前を読み取る事ができる。 その際にそのノミウノレスが
他ならぬテラのパウノレスである事，それのみか更に詳細な成立にまつわる情報をも入手すること
ができる。
パリの国立図書館所蔵のシロ ・ヘクサプラ訳列王紀下のこす本 Syr.27はその代表的なものであ
る。それによると，主教パウノレスは総主教アタナシウス Athanasiusの命名と勧めとにより彼ら
がアレクサント、リアに滞在中に七十二ー人の訳をギ リシア詑からシリア諮に翻訳した。その年はギ
リシア麿の 928年 (A.0.616-7年)で，パウノレスと共に訳業に努力した人々 の中にトマスThomas
とし、う人物がし、た事などがわかるω。
大英博物館のシリア教父のカテナ写本である Acld.12168は，同様にパウルスの名前，アレク
サンドリアとし、う地名，ギリシア暦の 928年を書き記しているい〉。
吏に，同じく大英博物館の列王記上の写本14437には，ギリシア潜927年としづ年代と前述の
二写本よりも詳細な場所名が記されている。即ち「アレクサンドリアのエナトン EnatonC ¥. 0.やJ
あるいはアントン Anton]にあるアントニオス修道院で翻訳された」とω口
以tのような写本の奥付が語る事ーから次のような事を知ることができるであろう。
1) 616-7年という奥付の示す年代から，奥付中に現れる3人の人物パウノレス， アタナシウス，
トマスは，それぞれテラのパウルス，ァ jテオケアのアタナシウス 1世 Athanasius1 von 
Antiocheia，ハーケノレのトマス Thomasvon Harqelであると考えられる。そこから次のような
成立をめぐる事情が推定される。
595-631年(G) 他の説では604-644年(7)の間，ヤコブ派の総主教であったアタナシウス 1t止は，
ペノレシア寧のシリア侵入により， 616年には，すでに数年前から逃亡者の生活をよぎなくされて
いたようである向。彼は， 5人の主教を伴い， アレクサンドリ アの単性論派の総主教アナスタシ
ウス・アポジガティウス AnastasiusApozygatius (↑613， 12月)仰を訪問した(10)。この 5人の
主教の内に，先のパウノレ7，とトマスが含まれているのであり，パウノレスが他ならぬテラのパウノレ
スである事は年代的に確かで・あるが，では， トマスが他ならぬハーケルの トマスである事は，'(nf 
によって確証できるのか口それは，シロ・ヘクサプラの場合と同様に写本の奥付である。それに
よると彼は，ギリ シア暦927年 (A.D. 616)にアレクサンドリアのエナトンで二三のギリシア話
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新約聖書の校合に基づいてシリア語新約聖書(フィ iコクセヌス Philoxenusvon Mabbugの訳 3
507/8年i須完成)の改訂を行った。この年代は，先の シロ ・ヘ グサプラの写本の奥付とも一致す
る上，それが行われた場所も同じである。従って，ハーケノレのトマスが 5人の主教の内の一人で
あったと考えてよいであろう。ところで， この場所としての「エナト ンj とは何を意味している
のだろうか。二つの説がある。①アレグサソト'リア市の区画の「第 9l);'α(1)ν 区Jの窓，②距離
の「第 9(里程標)Jの意。「ユナトンjがたぶん数詞である事は，二三の傍証によって確かめら
れる (11)。また，②の意味では，普通あたかもその名称が修道院の名称から出たかのように， iア
ントン」と書かれたようであるい 2)。
2) 更に，この年代 (616-7年)および他の写本の奥付の年代等を比較検討する時，我々は，シ
ロ・ヘクサプラの翻訳に要した期間を惟定できる。
まず，上限はいつか。写本の奥村ーでは616-7年にはアレクサンドリアに一行は「滞在中」であ
り，iW述のようにアナスタシウス総主教は 613年の12月に死亡しているので，恐らく 613年早々
に一行はアレクサンド.リアに到着し，ほぼ同じ頃に訳業にとりかかったのであろう。
では，下限はいつか。有名なミラノ写本(C.313. Inf. Ambrosian Library) の奥付で一番遅
い時期のものは，十二預言書とダニエノレ蓄のもので，そこでは617年 1月となっている。 ミラノ
写本の1慎序で一番最後に来るものは，このこ蓄に続いており，エゼキエル書とイザヤ書である。
しかし， これらの奥付には年代は書かれていない。しかし，パル ，へフ.ライオスの「シリア年代
記」に書かれているペノレシア軍のアレクサンドリア略替の時期]<I~)が正しいとすれば，これら二警
は， 617年の内に翻訳し終えられていなければならなL、。 しかし，ベノレシア軍のアレサン ドリア
111持奮を 619~20 年とする意見もある (14) ので，下限は， 早ければ 617 年，遅くとも 620 年と考えて
よし、。従って，シ lコ・ヘクサプラは 613~617 年の間に成立したと考えられる。
J王
( 1) F. FieJcl， Origenis HexapJorum quae supersunt， 2 sde.， Oxford 1875; Nachdrud:， Hildesheim 
1964中の ProJegomenain Hexapla Origenisにjほめられているラテン諸訳による (S.Jxviii). 
(2) J. Gwynn， Paulus TelJensis， in: 'vV. Smith.H. ¥へTace(hrsg.)， A Dictionary of Christian Biography， 
Bd. IV， London 1887， 266-271による。 この論述は今日なおテラのノξウノレスについて最良のもので
ある。我々のこのj誌の叙述もこれによるところ大で、ある。
( 3) F. FieJd， op. cit. ProJegomena S. Jxixにラテン語訳がある。
( t.1) ]. Gwynn， op. cit. 266 
( 5) J. Gwynn， op. cit. 267. 
( 6 ) パル・へブライオス， Chron. Eccl. i. 50. 
C 7 ) ディオニシウス・パル・サリービー Dionysius13ar早川ilコiCt1171)のChroniconW年代記Jlo Gwynn， 
op. cit. 267によるが3 彼は， Assemani (イ タリ ア語， 4人の有名な東洋学者の総称，その名前と業績
は RGGl， 1， 649 f.に示されている)によって?すべての著作家の引用個所を示している。以下， 文
献名の後の頁数は，当該文献の Assemani版中のものである。それによれば， Dionysiusの引用の
?耳学・思想論集 第9号
典拠は， (Joseph Simonius，) Bibliotheca Orientalis， 4 Bde， 1719-28 の第 2 巻 102~103 頁である。
( 8 ) パノレ a へブライオス， Chron. Syr.， S. 98及びテオファネス Theopanes，Chronogr.， S. 250. 
( 9 ) セベルス Severusvon Ashmuninによる。 Assemani， i. S. 70， 332， 
(10) パノレ・へブライオス， Chr. Eccl・，1.1.によれば訪問の時は， 615-6年であるが， これて怯， アナスタ
シウス総主教はf![Jに死亡していた事になるので，この年代は採用できない。
(11) このアタナシウスら一行のエジプト訪問の約一W:紀程以前に伺じくプンテオケアの単性論派の総主教
セベノレス Severusvon Antiocheia (ca. 465~538) が皇帝ユスティニアヌス 1il: Justinianus 1. 
(483~565) の単性論派迫害により総主教を罷免され (518年) アレクサンドリアに逃亡したが，その
際，-{:ベルスが居住したのは，この「第9区jであった(レオンティオス Leontios，De Sectis， Act. 
5， S. 470)。セベノレスについての別の話の中には「第18区」についての言及がある(アナスタシγス・
シナイテス AnastasiosSinaites， Hodeg.， Schol. in c. 22， S. 152). 更に， 1"第9区」も「第18区」
も修道土達の居住区であったとし、う報告もある(ヨハンネス・モスクス JohannesMoschus [ca. 550 
--.，619J， Pratum Spirituale 146， 162. 176， 177， 184). 
(12) vgl. Assemani， i.S. 41 Anm. 
(13) Chr.on. Syr.， S. 99. 
(14) Michel LeQuien (1661，-，173:3)， Oriens Christianus i， S.450. 
第 2節 シ口・ヘグサープラの伝承と刊本(1)
このようにして成立したシロ・ヘクサプラは，教父の著作のみならず製句集や典礼文書の中で
も用いられた。これらの伝承形態は次のように区分してよいであろう口
[ .直接伝承(シローヘクサプラそのものの伝承)
シロ・ヘクサプラ本文の写本 ..............................・・・・・国
I. 間接伝承(シロ・へクサプラを引用したものの伝承)
1) 聖句集 ….，.・ H ・…ー …...…………・一...・ H ・....・ H ・...・ H ・..…図
2) ベシッタ訳の欄外注等 ・一……………・・・………………・・・・…ー…-…一-一………図
3) 教父文献
α) カテナ -・・回
戸) 聖書注解等の著作中の引用……-一・・・・・・ υ ……...........一……………………・・・・…・・回
4) 1"マソラJ写本末尾のマソラ ・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・~ • . . . • • • . . • . • .• . . • • •• . . . . . • . • . 国
m.シロ・ヘクサプラの翻訳
以下， rn~図について順にみてみよう。
白 シロ・ヘクサプラ本文を伝承する写本群は，その刊本との関係から便宜的に次の 6つのク
....回
?
?
??
?
???
??
??
??
???
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④ London MSS 
⑤ Ceriani-"Notes“MSS 
⑥ Post Ceriani-editionem MSS 
① この写本は，アンドレアス・マシウス AndreasMasius (1514-1573)が所有し，完本の形で
は公刊しなかったが， I日約聖書の五書と歴史書の部分を含んでいたようで，彼の著作(2)の中で引
用した事によって知られているものである。しかし，マシウ九の死後この写本は所在不明となり
今日に至っている。そこで Paulde Lagarde と彼の弟子 AlfredRahlfsは，マシウスの著作
からこの写本について知り得るすべての事を集めた(3)。その結果，ラーノレフスは，この写本が
②のミラノ写本と同時代のものであって，両写本が完全な姿で存在していたら，全旧約聖書が含
まれていたにj童いないという事を明らかにした。
② C. 313 Inf. ミラノ・アンプロシウス図書館所蔵。 8 世紀末~9 世紀始。 I日約聖書の知恵文
学の諾書と預言書を含む ()l見落少々あり)。この写本については，数多くの学者が研究し部分的
な出版を行なった仰が， A.M. Cerianiによる全体の写真版の出版(めは，画期的かつ決定的な出
来事であった。
③ MS Syr. 27ノミリ・開立図書館所蔵。 8世紀前半。列主記下(脱落部分あり)を含む。J.G. 
Hasse， H. Middeldorf， P. de Lagardeらが公刊した〔6〉D
④ 大英博物館が1839年から1851年の間に入手した以下の写本若手。
MS Add. 14442 7世紀創世記(脱落あり)
MS Add. 12134 697年 出エジプト記(完全)
MS Add. 14437a 8世紀民数記(脱落あり)
MS Add. 12133 8世紀 ヨシュア記(脱落あり)
MS Add. 17103 8世紀土師記(脱落あり)，ルツ記(脱落あり)
MS Add. 14437b 8世紀列玉記上(脱落あり)
これらの写本から， S. Rゆrdam(I)，A.M. Ceriani(8)， P.de LagardeC日)らが部分的な公刊を行な
ったが，1892年に P.de Lagardeは，前述の BibliothecaeSyriacae中に③も④も一緒に収
録した。
⑤ A.M. Ceriani のミラノ写本の写真版の「注」の中に出て来るものである。ミラノ写本に示
される聖書・の個所を含むミラノ写本以外の写本群。大英博物館とパリ!頭立図書館所蔵。
く大英博物館〉
MS Add. 14434a 8世紀詩篇(脱落あり)
MS Add. 14434b 8世紀詩篇(脱落あり)
MS Add. 17257 13i世紀詩篇(脱落あり)
MS Acld. 14668a 8世紀 ホセア書(脱落あり)， ミカ書(脱落あり)
第9号
エゼキエノレ嵩;:(脱落あり)
イザヤ書(脱落あり)
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MS Adcl. 14668b 8世紀
9世紀MS Add. 17213 
(脱落あり)イ→YヤMS Orient. 8732 8世紀
くパリ国立図書館〉
詩編(完全)13世紀MS Syr. 9 
砂漠の(Nitrian そして⑤の大英博物館所蔵分の写本はすべて同ーの場所なお，②，③，④，
Dair as輔Suryan)を起源としている。
A.M. Cerianiの写真版ミラノ写本によって既知の聖書の個所を伝えるものであって，同版の⑥ 
刊行後に知られるようになった写本詳。
詩篇(脱落あり)Moscow， Publicnaja Biblioteka S.s.S.R. im. V.I Lenina， Gr. 432 8世紀
もの(10)。かなり刊本〔完全ブプクシミリ什〕があるが，
(}悦落あり)詩篇Baghdacl， Libr. of the Chald. Patr.， 1112 12世紀(一部分15位紀)
(脱洛あり)Baghdacl， Libr. of the Chalcl. Patr.， 211 1126年
Rome， Vat. Libr.， Borg. sir. 113 C写本のコピー (1868)。オリジナノレの一葉を含む〕詩篇(断片)
(脱鴻:あり)14世紀Cambridge， Univ. Libr.， Orient. 929 
(J悦洛あり)， ハカ、、イヨナ書(脱落あり)， 8世紀Oxforcl， Boclleian Libr.， Syr. cl. 10， IIP 
ゼカリヤ書(脱落あり)
(断片)エゼキエ8佐紀Cambriclge (U.S.A.)， Houghton Libr.， Sem. Mus. Acc. n 0 3952 
イザヤ書(脱落あり)8世紀Jerusalem， Monastery of St. Mark C未登録のため無番号)
以上①~⑤の関係を図式化すると次のようになる。
Lagarde=editio 
(B山:;e)
Masiusの著作から
の再構成部分
③ Paris MS 
「一一一一一一一一一一一寸
;① l 
: Masius MS : 
: I←ー
し一一一一一一一一一一 J
???
1892if 
④ London MSS 
③ 
Ceriani叩 Notes"MSS
② 
?????
Ceriani= editio Milano MS 
①Post Ceriani綱
editionem MSS 187 4年
令一一一→
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Ceriani と Lagardeの二つのテキスト刊行以後に発見されたシロ・ヘクサプラの写本の集大成
はなされていない。
以上①~⑥以外に次のような断片ばかりを書き連ねたようで写本の性格や目的が決定しにくい
ものが二つある口
13r. Mus.， Add. 7145 9世紀 創世記 26: 26-:31 (この部分は公刊された(1)J，ヨシュア記
22.ト6，j議言 2:1-12，シラク書31:8・
Cambridge， Univ. Libr. Add. 2023 13i止紀 ョブ記・歴代志下・エレミヤ菩'イザヤ書・
エゼキエ エゼキエ/レ書・緩言の1聞に1~2f~í'jづっ記録している。
国 型句集の中でシロ・ヘクサプラを用し、たのは，ほぼヤコブ派のものに限られるといってよ
い。ネストリウス派の聾句集ではシロ・ヘグサプラは一度も用し、られていない(12)。
13r. Mus.， Add. 14485 824fj三
Br. Mus.， Add. 14486 824年
Br・.Mus.， Add. 14487 824fj三
Br. M us.， Add. 17195 10iit紀
Br. MllS.， Add. 17218 10 世主己
Br. MllS.， Adcl. 12139 1000年
Mardin， Syr. Orth. Bishopl・ic，2/47 1569年
J. G¥vynn(l;)， M.H. Gottstein(14)， '¥可.13aalち (5) らはラこれらの聖句集から，その他の文献に
よっては未知であった部分のテキストを公刊した。その中にはライデンで‘行われているベシッタ
.プロジェグトに伺fって明らかになったものもある(lG)。
図 ベシッタ訳の写本にはシロ・ヘグサプラと結びついたり混合したり?文様j外注にシロ・ヘ
グサプラからの引用を持ったものがある。結合・混合は図のベシッタ・プロジェクトで明らかに
なるであろう。シロ・へクサプラの欄外訟を持ったものには，詩篇のものが多いD
Florence， Med. Laur. Libr.， 01'. 58 9世紀
London， Br. Mus.， Add. 17109 873/4年
Cambridge， Univ. Libr・.， 00. 1.1，2 12世紀
London， Br. Mus.， Add. 26252 15世紀
London， Lambeth Palace Libr・， 1200 1483s手
Paris， Nat. Libr.， Syr. 13 15'"'-'16-1止紀
Par.is， Nat. Libr吋 Syr.16 16世紀
詩篇以外でも，例えば五書のものもある。
Londol1， Br. Mus.， Add. 7146 13世紀
Lonc1on， Br. Mus・， Add. 7147 171世紀
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いわゆる「マソラJ (へブライ語テキストのマソラと類似したものがシリア語にもあり，同じ
名称で表わす)写本の欄外注にもシロ・ヘクサプラを伝えるものがある。
Br. Mus.， Add. 12138 899年
Br. Mus.， Add. 12178 10世紀
Br二Mus.，Add. 17162 11世紀
Br. Mus.， Add. 14684 12世紀
Luncl， Univ. Libr・.， n O?1204/5年
これら欄外註:に示されたシロ・ヘクサブラシ伝承はほとんど研究されていない。
回 ヵテナには次のようなものがある。
London， Br. Mus.， Add. 12168 9世紀(17)
この写本によって，歴代芯上下・第 1エズラ書・ネヘミヤ記の一部分が知られるようになっ
た(18〉C
国 聖書注解等の著作中にも当然引用がある。その際にシロ・ヘクサプラを用いた著作家に
は，パル・ヘブライオス(19)，メノレブのイショダード Ischo'daclvon Merw (9世紀)(20)，テオ
ドロス・バノレ・コーニ-Theodoros Bar Koni (8世紀後半)(21) ，イショー・ノ~ /レ・ヌーン Isho
Bar Nun(22)，ディオニシオス・ノくル・サリービ-Dionysios Bar $alibi (↑1171)(23)等が挙げら
れる口著作としては，サプリーショ・バノレ・バウロス Sabrisho< Bar Paulosによるとされる匿
名の聖書注解(れに聖句集の注解書 GannatBussame(お)が挙げられる。
国 「マソラ」写本の末尾に「シロ・へクサプラとエプッサのヤコブ、の翻訳J という短いマソ
ラを持ったものがある。次の各写本の末尾に切り離されて存在する。全く未研究である O
Rome， Vat. Libr.， Vat. sir. 152 979/980年
Rome， Vat. Libr.， Barb. or. 118 10"'11世紀
London， Br. Mus.， Add. 7183 11世紀
Paris， Nat. Libr.， Syr. 64 11世紀
Dam.ascus， Syr. Orth. Patr. 7/16 1003/4年
Mosul， Church of St. Thomas，無番号 1014年
Rome， Vat. LibI・.， Borg. sir. 117 C上記写本のコピーJ1868年
Wooclbrooke， Selly Oak Colleges Central Libr.， Ming. Syr. 339 1863年
回 シロ・へクサプラの翻訳には ~Iãrit ibn Sinan によるアラビア語訳 (9'"'-'10世紀)があ
る。文体としての優雅さを考慮したようで，同一の訳訟でよい場合でも別の表現法をとる場合が
多いようである。一例を示せば次の通りである (2(;)口
民数記24:3.l5.20.21.23
LXX: &νf_).α戸ε(dνπa仰 /30;:(;レ)
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Syrohexapla :、.c.a.
Arabs: (23)ふHソi(21) ごぷιji (20， 15) ! IAムヤ j(3) 斗ふ!
このような翻訳スタイルの為，研究上はあまり重要なものではないといえる。
j主
( 1 ) 以下の叙述は，主に W.Baars， New Syrottexaplaric Texts， Leiden 1968の IntroductionS L 
The Syro-Hexapla and the百istoryof its Investigationによって整理分類したものである。各
写本の内容については，この Introduction 中に示されているので，原則として本稿では省略した。
しかし，彼が AdditionalNoteとして，彼の著作当時まで我々になお知られていないシロ・ヘクサブ
ラの未発見部分を整理して提示した個所は，幾分かは， Arthur Voobus， The Pentateuch in the 
Version of the Syro働Hexapla. A Facsimile-Edition of a Midyat Ms Discovered in 1964， 
Louvain 1975 (C.S.C.O. Subsidia 45)によって埋められた(筆者未見の為，その個所については不明。
しかし，この事実は， TRE Bd. 5 (1980) S. 187によって知られる)ので必ずしも最新の情報とはい
えないが，参考の為に示しておく。
<外典>
Gn. 1: 20'"'-'4 : 8 (πεocω[) ; 9: 24 (Joσα)~14: 24; 16; 1-2 (coou[); 16: 12 (]eπωroν)..，18: 3; 19: 15，-20: 1 
(παρω切σεν[);20: 12 (JeCS' ru凶ぱα)'"'-'24 : 9;24: 29'"'-' 26 : 25; 26: 32""'" 27 : 5;27 : 20-29; 27: 41""'" 28 : 9;29: 1 ~ 
31 : 53(α問問仰ν[);32: Z2(23)-Z3(ω; 33: 1~36 : 2 ({)uro:r叩ων[);40: 18~43 : 1 (えc，uoS'[);47: 16 (J吋正n;].Jη).-._，
48 : 2; 49: 28 (]!rxc TαUTα)..，50: 17 (ou，wc(). 
L v. 1: 1""_' 7 : 28(38) ; 8: 3 (]，肘 σ切切り，，-，19:10;19:19(]τα ICr'f}].Jη)'"'-'23: 32; 23: 41 (JενTω 仰ν()~26: 41; 26: 46 
(]εシ Tωoρ幻)，，-，27:34 [finJ. 
Nm. 1: 1-33 (rρaXlwν7α[);2:2(Jε7.0με叫す)，-，15 (7.ci.caoss{) ; 3 : 9 (jò~òoμενO()~22 (εiLQ'νω[) ; 3 : 47(Jro ocoprxZμoν)，._ 
7: 19 (σ£μt如何I)S'[);7 : 36 (Jl'α'Aaμfが)，..._，10: e(切仰明αν30[); 15:z9(Jενυ間宮)"-'31;16: 1-2 (αν5ρ吋[);16: 29 
(J7Taνでων10)'"'-'40(17:6);26:μ(40)，-36: 13 [詰I1J.
Dt. 1: 1~14: 28(29); 15: 9~16: 17; 17: 8，-24: 9; 25: 1'"'-'31: 30; 32: 4..，34: 12 [如J.
J05. 1 : 1 (Jτω ぬou)，，-，2:I (1ε戸t'j，ω[); 2: II (Jεrc )~3 : 16(.dαμω[); 6: 21-25 (l'f}ao円 1C[); 7:10-H (καT 20[); 
10: zCJ仰向。，，-，11(A(ηrα[). 
J ud. 1: 2 (J叩 Uτ肘)'-"'32
1 K. (1 Sm.) 1 : 1-28; 2: 1; 2: 18-21; 2: 24 (Jou 1 O)~7: 4; 7: 13'"'-'16: 12; 16: 13 (J，wc叩りおて0)，，-，20:10;20: 
24-2マ(.dαuε(o();20: 34; 21: 1(2)"，-，31 : 13[finJ. 
2 K. (2 Sm.) 1: 1，-5: 25; 6: dJ /C(l'C cçετεtνεν)~12; 6: 15-23; 7: 18"，-，20: 26; 21: s，._23: 12; 23: 18，-24: 25伊nJ.
3 K. (1 Rg.) 7: 2(14) (Jκαcpω何 ω守)"，8:61 (ενTω).o:c[). 
4 K. (2 Rg.) 25: 20 (J"似 α'πηrαrcν)~29 (ημερα:c'[). 
1 Chr. 1: 5-16; 1: 18-2:}; 1: 29-34 (1，σαO:IC 1 O[); 1: 35-54; 2: 1ト 5;3: 21，-5: 26; 6: 16 (6: 1}"'"'30(l5); 6: 50(35)""'" 
23: j:l; 23: 18"，-，29 : :lu [fiI1J. 
2Chr. 1:1~15:7; 15:16..，17:2; 17:4寸 ; 17:10~18:30; 18:32-31; 19:4'"'-，24:6 (1.ερouao:i.卯 D;24: 1 
(J間tσuνηyα1'0ν)~25 : 4;25: 4; 25: 12 (JICα'(εwρoν)~26 : 15; 26: 21 (J同I 印 ocω)~29 : 29; 30:ト 12;30: 
21.，32: 1; 32: 5-32; 33: 17，-35 : 19; 35: 26~36 : 10; 36: 14-23 [品nJ.
Esr. 1: 1"，-，10: 4 [百I1j.
Neh. 11 (1): 4 (Jwc r;，uην)"'-'1; 12 (2): 9"-<14: 6 (13: 38); 14: 10 (4: 4)"'-'15 (4: 9); 14: 23 (4: ]7)"-<16(6): 14; 
16 (6): 17"，-，17 (7): 73; 19 (9): 4~23 (13): 31戸川.
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Est. 1: l~F: 1 (11 : 1)[fin]. 
く外典>
Jdth. 1: 1，-，16: 25(~O) 伊nJ.
Sir. 51: 1-5; 12-30 [fin]. 
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マカベア書がシロ・ヘクサブラに含まれていたか，また，含まれていたとすればどのおu生含まれてし、たか
は不明。な;fo，本文では外典の伝承については言及しなかった。それについては， ¥V. Baars. Op. cit. S. 14-16 
参照。
(2) '.'彼の著作にはダアントワープ・ポリグロ‘ット AritwerpPolyglot (あるいは BibliaRegia 1569年)
中に収録さーれている SyroumPeculiumというシリア諾詐典，死後に公刊された Josuaeimperatoris 
histotia illtistrata atque explicata (Antwerpen 1574)や CriticiSacri (Amsterdam 1698百.)の
中でようやく公刊された申命記 17叫34:f主に勺し、ての研究等ー がある。
( 3 )， P. de Lagarcle， Bibliothecae Syriacae， Gδttingen 1892. この版には数個所誤りがあることがわかっ
でいる。 vgl.W. Baars， op. cit.， S. 3，' Anm: 5. 
(4') FJ. Bjδrnstal， G，-B. cle Rossi， G~ B. Branca， J. Eichhornらは，この写本に注目した。その後区i
書I(eiの許可なし写本のコピー (誤り多し) に基づいて M.Norberg， Coclex syriaco‘hexap!arius 
ambrosianus-mecliolanensis， Luロd 1787が出版された(エレミヤ書・エゼキエノレ書のみ)。次に，
現在も典拠(Gottingen司LXX)とし得る程に注意深いダニエノレ警の刊本が現われた(c.sllgati， Daniel 
secllnclum eclitionem LXX: interpretum ex tetraplis desumptam. Ex coclice Syro-Esthranghelo 
Bibliothecae Ambrosianae， Mailancl 1788). Bugatiの死後，未完成の詩篇の部分を P.Cigheraが
公刊したがp 注意深く行なわれてはいない (Psalmisecunclum eclitionem LXX， Mailancl 1820). 続
いて Norbergのコピーに基づいて， H. Middelclorpf， Codex Syriaco-Hexaplaris. Liber quartus 
Regium e coclice Parisi eηsi. ]esaias， Duoclecim Prophetae Minores， Proverbia， ]obus， Canticum， 
Threni， Ecclesiastes， e codice Mediolanensi， Berlin 1835が公 FIJされた。その後， A. M. Ceriani 
は，この写本全体の再刊行の第一歩として， Baruch， Threni， et Epistola ]eremiae versionis 
syriacae Pauli Telensis cum notis et initio prolegomenonを Monumentasac1'a et profana 
の第1巻ーとして公刊した (MailawJ1861)が，写真版を出すことにしたので，この計画は中止された。
( 5 ) Cuclex Syro-Hexapl3ris Amb1'osianus photolithog1'aphice editus (Monumenta sacra et profana， 
Bd. VII)， Mailand 1874. 
( 6) ]. G. Hasse， Lib1'i IV Regum Syro-Heptaplaris specimen. E manuscripto Parisiensi...， Jena 
1782. H. Midclelclorf， op. cit. P. cle Lagardeは 2回?最初は，1880年に(後述)，次には 1892年に
(前iJz.Bの BibliothecaeSyriacae)公刊した。
(τ) S. 1匂rdam，Libri ]uclicum et Ruth secundum versionem Syriaco同Hexaplarem. . . excoclice 
Musei B1'itanni...， Ko叩penhager口11臼85臼9…6臼1. Add. 17九10ω3の公T干刊:ヰ可iリl
(8) A. M. Ce町ri均aniηi，Pe叩nt凶at同el山i江chi日sy戸1'o-hexap凶la出lはr司')路S 仁quaesupe町1's叩untcum no叫tl応s(Monumenta sacra et 
profaロa，Bd. 1I)， Mailancl 1863. Acld. 14442と Acld.12134の出エジプト記 33:2 までの公刊
(9) P. cle Lagarcle， Veteris Testamenti ab Origine recensiti fragmenta apucl Syros servata quinque、
Gottingen.1880; 丸clcl.'12134 の出エジプト ii{:~ 33: からと， Acld. 14437 (両方)， Adcl. 12133と
③りパリ写本の公刊。
(10) N. Pigulewskaya， fpeKo幽cHpo-apa6cK3HPYlw[mc6 IX B， iηnaJleCTHHCI{Hl~1 C60PHHI{ [(6~3) ， 
Moskau J954， S. 59-90. 
(11) J. Gv，rynn， Reinnants of the later Syriac Versions of the Bible， Lonclon 1909中にj恨められて
いる。
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(12) W. 13aar5， op. cit. S.2 Anm. 2， S. 17 Anm. 4. 
(13) op. cit. S.4. 
(14) Neue Syrohexaplafragmente， 13iblica :37 (1956)， 162-183. 
(15) op. cit. passim. 
(16) ¥^f. 13aar5， op. cit. S. 19 f. 
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(17) 五番， ヨプ記7 士師記，サムエル記J二・下，列王記上・下， }査代定、上・下， 第 1品ズラ書， ネヘミヤ
記，銭言y 伝道の書， 詩篇， 雅歌， ソロモンの知恵， -j一二預言書3 エレミヤ書7 エゼキエノレ書3 ダニ
エ/レ書，イザヤ警の部分のカテナを含んでいる。
(18) C. C. Torrey， Portions of First Esdras and Nehemiah in the Syro-Hexaplar Version， A]SL 
23 (1906/7)， 65-74等により知られる。
(19) 彼の文法書 Kethalコhade ~em草色 (A. Moberg (hrsg:)， Le Livre des Splendeur・s. La grand Gram・
maire de Gr匂oireBarhebraeus， Luηd 1922)と有名な Au号arRaze (既出。 M.Sprengling-W.C. 
Graham (ed.)， 13arhebraeus' Scholia on the Old Testament， Chicago 1931百.)には豊富なシロ・
ヘグサブラからの引用がある。
(20) C. van den Eynde による彼の!日約注解には，次のようなものがある。 Commentairede I!?o‘dad de 
Merv sur l'Ancien Testament. 1. Genese (CSCO 126)， Louvain 1950 (これの翻訳は， CSCO 156. 
Louvain 1955)， 11.Exode-Deuteronome (CSCO 176)， Louvain 1958 (これの翻訳は， CSCO 179. 
Louvain 1958)， II. Livres des Sessions (CSCO 229)， Louvain 1962 (これの翻訳は CSCO230. 
Louvain 1963). 彼の注解書:は， I司じ CSCOの続刊として，その後も刊行されていると考えられる
が確認できなかった。
(21) 彼の諒解 LiberScholioru111は A.Scher編で CSCO55 (Louvain 1950)， CSCO 69 (Louvain 
1954)に収められている。
(22) 1<:. G. Clarke (hrsg.)， The Selected Questions of Ishδbar Nun 0ロthePentateuch (Studia Post-
13iblica V)， Leiden 1962. 
(23) 彼の注解は未完のままである。
(24) T. ]ansma， 1nvestigations into the early Syrian Fathers on Genesis (Oudtestamentische 
StudiどnXII)， Leiden 1958， 69-181. 
(25) ]. Voste， Le Gannat 13ussame， in: R. B. 37 (1928)， 221-232， 386-419. 
(26) Field， op. cit.， Prolegomena S. lxxf.; TRE I3d. 5 (1980)， S. 187. 
第 3節 シロ・ヘタサプラの特徴とそのヘグサプラ研究への意義
シロ・ヘグサブラは，第 1節で述べたようにヤコブ派の単性論者達によって完成された口彼ら
は神学的にアンテオケア学派の伝統の中にある。そして，この伝統が彼らの聖書翻訳の際，翻訳
スタイノレの決定に大きな影響を与えたと考えられる o.elJち，彼らは伝統に従い字義・文法に忠実
な方法を翻訳スタイノレとして撰択するのである。実際，シロ・ヘグサプラに先行するフィロクセヌ
ス訳も元来は単性論者にとってベシッタ訳では満足できない点があったからであり (i〉，又，シロ
ヘクサプラとほぼ同H寺に出来上ったハーケノレのトマスの改訂シリア語新約聖書もシロ・ヘクサ
プラと同様にギリシア語本文に忠実な訳として知られているのだから，テラのパウノレスがシロ・
ヘクサプラを翻訳するにあたって選んだスタイノレも，決して彼独自の発想に由来するのではなく，
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彼の内に流れるアンテオケア学派の伝統に根ざしていると考えてよいと思う。
その翻訳方法にある(ヘ例をあげて示してみよう(ヘシロ・ヘクサプラの特徴の第ーは，
ものであった。それは，通常のシリア語法を逸脱し，
ダニエノレ蓄 3:15 
eεxεTξεてocμω守-
Syrohexapla: b..，b..ゃ。
オリジナルのギリシア語本文に厳密に合致させようとする
否定する程までに至った場合もある。
パウノレスの翻訳のスタイノレは，1) 
LXX: 
人{
ぞ』も泊
h咽{。4ごLK、
・人。b..1 、{Syriacum: 
一般的な語葉は同ーのシリア語で常に翻訳される。
。υμOC'= l~埠.)o.j
ðpr~ =以、。s
ArεC，εfπε=い。;1
2) 
凶 l
lJ.aマσε=、斗泊
ずA{}ε，παpqeνετ0=? 1
uroρε句， {hrfi).{}ε=、パ
ザν=1 。制】O!o~l
lreνεro= i。割
比較的まれな語業は，別表現を取ることもある口3) 
(簸言 22:25). ì~ c..い泊コ(歳言 6:5)， 
同泊込
(1-..o c.ニ:>;..a.
(詩篇 16:14)，~込泊、:::. (詩篇 38:6)， 
仰の町二，6......(簸言7:21) ， 
(詩篇 (48: 2)， んこ込c.，.;..，καでáðυσ~ç'= lμd 
(詩篇 88:48) . 
(創立t言己44:2)， (エレミヤ書μ弘、(出エジプト記 25:32) ， t;.:.. σκらやo~' = 占也時
35 :5). 
一つギリシア語とシリア諮の一対一対応、が出来す:ギリシア語の持つ豊かな諾棄の故に，
? 、， ，? ???
，?
?
?
????，????
&νiσでρといξ，aπ4στρεゆε，tπtσてpξ供， καてiuてρεいε，vrrurrpといξ.
5νεπuρrσ"-，ενEπρησε. 
のシリア語で複教のギリシア訴をカパーせざるを得なかった場合もある。
μ..:;)= 
ナ苧C河=
凶。l=
4) 
人oA.J1~ =(ηでξfてξ，fH.AεTε(マラキ書3:1). 
~.I =ðtε~árεTαc ， l~εたdσεrm (ハノミクク書1:4).
て~ =eκ，dπo. 
~ =σ6ν， μ.sra. 
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L仏三入2πρ6c-， παρa. 
このような翻訳上の特徴は，ヘクサプラ研究にとってどのような意味をもっているのだろうか。
それは， そのシリア語から逆に元のギリシア語本文が推定される可能性が極めて高いという事に
f也ならない口 この原文こそオリゲネスがヘクサプラ第5欄に配置したセプトゥアギンタのオリゲ
ネス校訂本文である。 しカミし， この校訂本文は， ヘクサプラそのものが失われてしまい，かつ，第
5欄だけを抜き書きした:写本も， オリゲネスの付したアリスタノレコスの記号を伝えるものは稀で
あって， 僅かに写本 G (Colberto・Sarravianus写本， 4"-'5世紀) と写本 88(Rome， Chigi 3， 
11世紀) の二写本にすぎない。そこで， シロ・ヘクサプラの存在が大きく立ち現われて来る。ま
た，特にダニエル書の部分で‘は， この部分のセプトゥアギンタ本文が， かなり早い時期にテオド
ティオン訳によって駆逐されてしまい， セプトゥアギンタの本文は， ギリシア諾では，先の写本
88と3世紀のチェスター・ベッティ・パピノレス(めによってのみ伝えられるにすぎないので， セプ
トゥアギンタ本文を伝えるシロ・ヘクサプラの存在は重要である。 しかも，残存するシロヘクサ
プラの写本は，第 2節で述べたように主要なものはほとんど8世紀のものであり， シロ・へクサ
プラの成立年代613~617年から約 l 世紀半程の時間的隔たりを数えるにすぎないので， オリジナ
ルのシロ・ヘクサプラに近いものが伝えられているのではないかと考えてよいと思われる D
このオリジナノレに対する写本の信態性の度合は， シロ・ヘクサプラの第2の特徴である「アリ
スタルコスの記号 'Aρrσ7dρi.Pασザματα/5)の忠実な再現という事がどの程度まで真実かという
問と無関係ではありえない。 この点について従来の見解は， 「正確に保たれ scru pulously 
retainedJ (6) ているとするものである。 しカ3し， この問題について， C. T. Fritschは， シロ・へ
クサプラはアリスタノレコスの記号を必ずしも忠実に再現しているわけではない事を実証しようと
したく九彼は，策言中の向一節重複聖句76について， ヘブライ語本文(英訳で引用)， セプトゥプ
ギンタ本文， 、ンロ ヘクサプラ本文(言葉そのものは引用せず) を比較検討した。例えば次のよ
うにして [SHニ Syrohexapla，OG=Original Greek (LXX)]. 
く簸言 2:2b> 
MT: πJiコhう 寸コう ロ門
LXX: a ICαJπpαPαえεer;ICα'ρd(，ανσouε(r;σdνεσC!J， 
παραFαえεec-OE:αu，キνureνoυfU，y)uν7φ 此iJσou.
SH: aと bを伝えているが， aはへブライ語本文に近くへクサプラ伝承， bはオベロスを持
っており OG伝承である。 よって正しく記号が付されていると考える。
く餓言 30:15b> 
MT: 
LXX: 
'AL:C0 : 
円B7コtVIi 試:， 円:1;'1 tzhうU
Iweα[ ，pe[r;α57αf 03κ5νεπJμdασανα3τザν.
'.0(，αi5A ilJ，cνdοU idηd手σε7αI
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SH: a (=LXX)と b(ニ'ALθ)を伝えており， bにはオベロスが付いている。 bは確かにへ
ブライ語本文に近いが，それは LXXではなく 'AL8(アキュラス・シュンマコス・テオド
テイオン訳)の訳である。それゆえ， bにアステリスクが付されるか， a vこオベロスが付さ
れるべきである。
このようにして， 25例で記号が正しく伝承されており， 45例では無記号ーであり，その他では記号
が不正確に伝承されている事等を示し，シロ・ヘクサプラが必ずしもアリスタルコスの記号を忠
実に伝えてはいない事，また，記号を用いる上での先のような誤謬は，オリゲネスとテラのノミウ
ルスとの聞に存在する四百余年という年月の間に忍び込んだか，あるし、はテラのノミウルス以後の
伝承過程で生じたのであろうという見解を結論として下している。シロ・ヘクサプラ写本におけ
るアリスタノレコスの記号および欄外注の省略は，写本によりかなり違っており多様である(8)ので，
この Fritschの説をそのまま受け入れる事はできないとしても，少なくとも従来のように何らの
疑念も持つことなくシロ・ヘクサプラがアリスタルコスの記号を忠実に再現しているとは言えな
いのである。
ところでシロ・ヘクサプラの第3の特徴として，ヘクサプラ第5欄以外のギリシ7t訳 (1三
訳等のシ以ア語訳を欄外注として持つという事ーがある。しかし、先に Fritschの挙げた例として
く簸言 30:lSb> を示した時， 'ALθ 〔三訳〕は欄外注の形ではなく本文の中に組み込まれてい
た口これは伝承過程で誤って本文の中に入って来たものなのだろうか。それともオリゲネス自身
がそのようなテキストを作ったのだろうか。ここに我々は，先のアリスタノレコスの記号の伝承の
問題と相侠って，オリゲネス校訂本文とシロ・ヘクサプラの関係についての基本問題に到達する
のである問。そこで先の Fritschの論文に戻ろう。彼が区分した三つのグループ中，アリスタノレ
コスの記号が正しく付加されいるものの内，その片方はオベロスが付されており OGであるが，
もう片方は，ヘクサプラ伝承で，常にブライ語本文に近く，その起源を 'AL8，Quinta， Sexta， 
(Septima)にもっている。例えば，
く簸言 16:17b> 
MT: 1コ寸寸 '~l 1tVDl ，?;)tV 
LXX: a 8c;cþυ J.áuσE.~てàc; tωτOU OOOUC; 'fJpdτわtαυ，0:)ctυがν.
b丘7απGν 0$(ωわ α3τOUφfσεでαrσ，oμα，0守α:u，ou.
。:て'lpeectυがνα5τOUゆu).aσσων OOOUC;α3705.
SH: bはオベロスを持っており OGである o aはへフライ認に近くヘクサプラ伝永である
が，これは明らかにテオドティオン訳から来ている。
く簸言 25:23b>
MT: ，コπとし、う言葉口
LXX: a ~:rqνcvびKêCν
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bαldεfσ0αt 
'AL8: f.πqνψσ1.εν 
SH: bはオベロスをもっており OGである。 aはよりへブライ語に近く，ヘクサプラ伝承で
あるが， これは 'ALθ と同じである。
このような現象から，オリゲネスのセプトクアギンタ校訂作業がどのようなものであづだかを垣
間見ることができる。 即ち，シロ・ ヘクサプラは，オリゲネスが校訂本文作成作業に於てかなり
厳密にそれを行ったのではないかという事を知らしめるのである。更に，三訳そのものの研究に
とっても， シロ・へラサープクは，欄外注のみならず，本文中にも注意を向ける必要もある事を教
えて'くれるのである。
従って，オリゲネス校訂本文がどのようなものであったかについて知る為には，シロ・ヘグサ
プラの伝承とシロ・ヘクサプラ以外の伝承との比較が必要であろう。とニろがj ヘクー サ 1プラその
むのが元来他のギリシア訳との比較の中でセプトゥアギンタ本文を示そうとしたのであるから，
オリゲネス校訂本文そのものがすでに他のギリシア訳との緊張関係の上に成立しているのであ
る。そこで三訳等の重要な典拠であるシロ・〈クサプラは二重の意味でへクサプラ研究にとって
欠くべからざる存在である。オリゲネスとテラのノミウノレスの間の四百余年の問にどの程度の伝承
上の変更があったかは定かで‘はなし、。しかし，三訳等をも含んだ伝承がテラのバウノレスの前にあ
った事は間違いなし、。セプトゥアギ ンタその ものだけの伝承ならともかく三訳等をも含んだ伝承
という事になると，量の上からそれ程しばしば書き写されたとは考えにくいので，それ程オリジナ
ルのヘクサプラから遠くはないであろう。またパウノレスの翻訳方法から考えて伝承に彼が変更を
加えたとは考えがたし、。それ故，シロ・ヘクサプラはかなりオリジナルに近いものを伝承してい
ると考えてよいであろう。こういうわけ町でシロ・ヘクサプラはへクサプラ研究にとって極めて重
要であると結論できる。
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Die Syrohexapla und ihre Bedeutung zur Hexaplastudien 
一一-Hexaplastudien 2 一一
Toshiyuki 11'0 
Die Syrohexapla ist die syrische Ubersetzung der 5. Kolumne der Hexapla， die das 
monumentele Werk des Origenes zlIm Text des griechischen Alten Testaments ist. 
Sie ist dafur beruhmt， dass sie den Text [Origenische Rezension der Septuaginta] 
sehr wりrtlichubersetzt， dass sie clen aristarchischen Zeichen aus dem Original 
uber日immt，und dass sie oft am Rande auch syrisGhe Ubersetzungen andrer Kolumnen 
der Hexapla hat. Dieser Aufsatz handelt von den drei Eigentumlichl王eitendes 
Syrohexapla und ibrer Bedeutllng Zlr Hexaplastudien. 
Dieser Allfsatz bestebt alS den drei Abschinitte. Der erste Abschnitt schildert 
die Entstehllngsgeschichte der Syrohexapla. Aus dem Bericht der syrischen Kirchen-
vater und den Kolophonen der erhaltenen Handschriften 1めnnenVlIr die Ubersetzer， 
clen Entstehungszeit， clen Entstehungsort usw. feststellen. 
Der zweite Absclll1it schilclert die Uberlieferung und Verりffentlichungender 
SyrohexapJa. Die UberJiefer・ungdes Syrobexapla werde in den drei folgenden l{lassen 
eingeteilt. Erste Klasse ist clirekte Uberlieferung， die clas Syrobexaplatext selbst 
凸berliefert. Zweite Klasse ist indirekte Uberlieferung， die das Syrohexaplatext als 
Zitat uberliefert. Und dritte Klasse ist die Ubersetzllng des Syrohexaplatexts. Der 
Verfasser喝 hatdie Uberlieferungsmaterien des Syrohexapla in diese drei Klassen 
eingeteilt， Llnd hat ihre Verり汀entlichllngen (Textssammlungen， Faksimiledrucke， 
ZeI tschrif tenvero仔entlichllngenllSW.) dargestellt. 
Der dritte Abschinitt schildert die drei obene Eigentumlichkeiten der Syrohexapla 
und ihre Bedelltllng zur Hexaplastudien. '¥九Tasdie Uberlieferung der aristarchischen 
Zeichen und Randlesarten betrifft， so weisen clie verschidenen Hanclschriften Unter-
scbiede auf. Trotz allem sei die Syrohexapla nicht nur die Hauptquelle der 5. Kolumne 
der Hexapla， sondern ist auch die andrer griechiscben Ubersetzungen der Hexapla. 
